
第Ⅱ章 実践編 研究協力者から

温故知新の学校文化で人権教育の創造に挑戦する
同志社女子大学 新谷 龍太朗

二日市中学校の実践は、連綿と続いてきた平和集会や地域での学びの場など、人権を基盤として学校
と地域が協働するコミュニティを土台としている。その二日市中の特徴的な取組を見てみよう。
一つは『学び合い』である。教室内を自由に行き来する形態の『学び合い』は、生徒をエンパワーす

るとともに、誰と誰がつながっているのか、いないのかも浮かび上がらせる。二日市の学力の向上には、
この『学び合い』が少なからず影響している。また、小学校と連携して行うことで、中学校に上がるま
での学力の下支えや、小中一貫した学びのスタイルの定着につながっている。
第二に、若い先生のエンパワメントである。これまで蓄積してきた人権教育を資源として目の前の生

徒の課題や、新しい人権課題にチャレンジする。そうした若手の挑戦を応援する学校文化を土台として、
地域の建物に書かれた差別落書きを教材化したことは、二日市中の優れた実践の一つとして記憶したい。
第三に、廊下の使い方である。二日市中では、担任が廊下に机を出し、生徒の提出した自学ノートを

チェックしながら、教室の中で学ぶ自分の生徒の様子を伺う。普段から廊下に教師がいる風景は廊下を
生徒の居場所に変える。校内適応指導教室に入れない生徒が、その居場所で過ごすこともある。こうし
た柔軟な廊下の使い方は、豊かなつながりを生み出す生徒指導の一つの方法として実践可能なものであ
る。
二日市中の実践を価値付けるとすれば、温故知新、という言葉が当てはまるだろう。以前から継承し
てきた人権実践を、真面目に真正面から取り組みつつ、柔軟に新しいやり方を試み、若い人たちの力を
信じて、やり始めたことをやり続け、やり抜く。それが学力の変化や子どもの様子の変化につながった
と言える。

あたたかいつながりで育まれる自尊感情と学校文化
関西大学 若槻 健

下境小学校にはたくさんのあたたかい「つながり」があり、それが「学習指導」や「学校文化」に反
映されています。授業中仲間の発表に耳を傾ける姿には、仲間の考えや思いを知りたいという子どもた
ちの思いが表れています。仲間の発表を通じて自分の意見や考えを深めていく様子も見られました。ま
た、音読で分からない言葉が出てきたら「これどういう意味？」と先生にクラス全体の中で聞く場面も
見られました。子どもたちの間につながりたいという気持ちと安心して学び育つ人間関係が培われてい
るのです。
縦割り行事では上級生と下級生のつながりが見られました。集会で6年生が下級生の前で堂々とまた

楽しく発表をしたり、準備段階で下級生の「アドバイザー」を務めたりすることで、ロールモデルと
なっています。
先生方の子どもたちへの働きかけも、とてもあたたかい言葉にあふれており、子どもの頑張りをしっ

かり見取って、認められています。もちろん叱られることもありますが、先生たちは私たちに関心を
持ってくれている（見捨てられていない）と子どもたちは感じていると思います。ここには、先生と子
どものあたたかいつながりがあります。
先生方の人間関係もとてもよく、行事などの連携もお互いの持ち味を生かしているように思います。

その背景には、校長のリーダーシップや下支え、業務改善による時間と精神的余裕の捻出等もあるよう
に思われます（教師と教師のつながり）。
こうしたあたたかいつながりは、子どもたちをエンパワーし、やる気や自尊感情を高める一方で、内

向きに閉じこもり視野が狭くなってしまう恐れもあります。それを補うもととしてキャリア教育の「未
来授業」があげられます。「主婦」も含めた様々な仕事に触れることは、子どもたちの視野を広げ、身
近な生活とより広い世界とのつながりを感じさせてくれるものとなっています。

つながりを育み格差に挑む
金城学院大学 原田 琢也

立花中学校は八女市の郊外に位置する生徒数約80名の小規模な学校である。学校では、落ち着いた雰
囲気の中で、教育実践が取り組まれている。しかし、そのような状況にあっても、詳細に見ていけば、
生徒の中には様々な社会・家庭背景を持つ子どもが含まれており、それらの子どもが学力面において厳
しい状況に置かれている現実が見えてくる。学校は、それらの子どもを「教育的に不利な立場にある子
ども」として対象化するとともに、学校全体で「スクールバスモデル」に依拠したつながりを育む取組
を展開し、その効果が対象生徒に対しても有効に機能しているかどうかを省察しつつ、取組を前進させ
てきた。
まず、学習指導面では、すべての生徒が安心して学ぶことができる環境づくりが進められてきた。授

業中には生徒同士が交流する機会が多く設定され、互いに教え・学び合える関係がつくられてきた。ま
た、教師は生徒の些細なつぶやきを聞き逃さないように努め、生徒が分からないことを安心して表明す
ることができる環境がつくられてきた。朝活動の時間や「総合的な学習の時間」では、「基礎学力コン
クール」に取り組まれた。縦割りブロックで共に学び、平均点ではなく「伸び率」を競い合わせること
により、自ずと「教え合い」が活性化するように工夫されていた。
本校はまた、「気持ちのそろった教職員集団」をつくることにも力を入れてきた。ベテラン層と若年

層の二極化が顕在化していることは本校にとっては弱点であると言えるが、本校では、年間4回の授業
研究会の持ち方を工夫したり、日常的な職員室内におけるOJTを活性化させたりすることにより、弱点
をむしろ利点へと転換することに成功してきた。
他にも、小中連携や人権学習など力を入れてきた取組は多岐にわたる。このような様々なつながり

（社会関係資本）を育む取組を通じ、対象生徒をはじめ生徒全体が主体的・意欲的に学習へ向かうよう
に変容してきている。
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児童が安心して学び、つながりあえる学校づくり
関西学院大学 濱元 伸彦

鎮西小学校は、人権教育および学力保障の基盤となる「安心して学べる学校環境」構築に努めてきた。
日常的な取組としては「ふわふわ言葉・とげとげ言葉」という言葉を用いて、児童がお互いを認め、支え
あえるような指導が日常化しており、「ふわふわ言葉を大事にしよう」というメッセージは児童の間でも
より定着してきている。そのほか、「鎮西すっきりタイム」というリラックス（ストレス緩和）のための
時間が毎日、午後の授業前に取り入れられているほか、児童の頑張りを振り返り、肯定的なフィードバッ
クをする「鎮西にっこりタイム」も週１回行われている。これらの取組は、学校生活における子どもの安
心感を高め、学習面での意欲や粘り強さなど非認知スキルを育てる環境をつくっていくものである。それ
は「自分も他者も大切にできる」人権感覚の基盤でもあるといえる。
また、学習指導面では、授業における「ふり返り」の活用（３段階のふり返り）について算数科を中心

に授業研究が進められてきた。児童が、授業の中で明確な見通しを持ち、ポイントを意識して交流し、ま
た、学んだことを定着できる仕組みが築かれつつある。特に、児童が書いた「ふり返り」の文には、他の
児童の発言をきっかけに授業の要点に気づけたことが書かれていることも多く、これを授業の中で教員が
児童に紹介することによって、発言した児童の自己有用感を高めることにつながっていた。そのほか、家
庭学習の時間を増やすための強化週間を取り入れるなど、家庭と連携した取組も進められてきた。さらに、
令和５年度には「丸つけ応援団」として、算数科などの子どもの採点の応援のため保護者に学校に来ても
らう取組も開始された。子どもの学力保障にむけて保護者も応援しようとする雰囲気が強まっている。ま
た、こうした取組を通して、たくさんの大人で子どもを見守る体制は、上記の「安心して学べる学校環
境」にもつながるものである。

対話でつくる支持的風土
京都教育大学 佐古 清

黒土小学校を訪問していつも感じるのは、教職員のみなさんの雰囲気の良さである。先生方の明るい表
情と前向きで研究的な姿勢に毎回元気をいただいている。その雰囲気のよさは公開授業後の授業交流会で
も発揮され、指導主事の方々を交えてもフラットに議論する姿につながっていた。しかも授業中の子ども
の学びの分析は、具体的で実に解像度が高い。先生方一人一人の見取りの確かさや日頃から積極的に学び
合っておられる姿の一端を垣間見ることができた。スクールバスモデルの肝は、なんと言っても「気持ち
のそろった教職員集団」である。また、教室では子どもたちが自然体で意見を交流し合い、よく聴き合う
姿が見られた。取り残されている子どもは一人もいない。その背景には学級の支持的風土の醸成があり、
「傾聴（聴く力）」を大事にして取り組んでこられた実践の蓄積がある。人の話を深く聴くためには、相
手を尊重する気持ちが欠かせない。そうした態度の育成は、まさに人権教育と言えるだろう。黒土小学校
の様子に接すると、「教師の学びと子どもの学びは相似形」という表現が改めて実感される。
もう一つは、研究テーマにアプローチする方法の確かさである。具体的には、授業における「対話活

動」に着目し、「自己との対話活動」と「他者との対話活動」を学習活動に効果的に位置付けることで各
教科・領域の目標に迫ろうとする手法である。対話活動を通して子どもたちは、自分の考えを明らかにし
たり、他者の考えと擦り合わせをしたりして、課題を「自分事」にして学びを深めている。教師はその過
程でゆさぶりや価値付けを行いながら、子どもたちの自己肯定感を高め、子ども同士の共感的なつながり
を醸成していく。黒土小学校では、学級はもとより家庭や地域を巻き込むかたちで安心して学べる環境づ
くりが行われており、対話を大切にし、互いを尊重する支持的風土が培われている。

チームでつくる豊かな学校文化
京都教育大学 中村 瑛仁

中牟田小学校にはこの事業を通じて3年間（前回事業を含めると5年間）訪問させてもらった。私が学校訪問をした回数は
限られているが、以下では私が特に注目した中牟田小の教育実践について紹介したい。
第一の特徴として、「中牟田スタイルの実践」と、「子どもたちの個別課題を丁寧に把握する視点の重視」があげられる。
これらは本事業でいう「すべての子どもの学びを支える学習指導」に関するものだ。前者については、小学校全体で系統的
な授業スタイルを模索し、すべての子どもが主体的・対話的に授業に参加しやすい授業のあり方が模索された。系統性のあ
る授業は学習が苦手な子どもにも一定の安心感を与える。学年の垣根なく、こうした系統的な授業スタイルを模索し、試行
錯誤しながら「中牟田スタイル」を定着させてきた点がまず特筆される。
授業のあり方は「授業のなかで何を大切にするか」で大きく変わる。本事業を通じて学習につまずきのある子どもや支援
が必要な子どもを常にイメージする視点を大切にしてもらった。これは後者に関するもので、子ども一人一人の学力データ
を教員間で共有するとともに、そうした子どもの様子や背景を教員間で共有することで、かれらの学びを授業づくりにおい
て大切する視点が深まっていったように思う。
第二に、教職員チームの同僚性づくりがある。これは「②気持ちのそろった教職員集団」に該当する。中牟田小では、4
つのチームに分かれて、本事業にかかる取組を推進してきた。今の学校は多くの仕事や役割があるなかで、一部の教員だけ
でなく、全校一体となって事業を推進することは簡単なことではないが、上手くチームづくりを進めつつ、各取組を進め、
またそのなかで教職員が協働することで、さらにチーム力が高まっていたように思われる。
その特徴を整理してみると、①「プランニングチーム」が「ブレイン」となって、事業の方向性や取組の意味付けを丁寧
に行っており、それを各チーム（主題研究チーム、授業づくりチーム、人権・環境チーム）が各実践に落とし込み、学校全
体の取組に広げていた。また、ミドルリーダーに位置付くプランニングチームのメンバーが、管理職と柔軟に意見を交流し
つつ、他方で管理職がかれらを柔軟にバックアップしていた点も大きいだろう。
②また、トップダウンの意思共有ではなく、各チームがボトムアップで意見の交流を進めたことよって各メンバーが取組
に参加する機会を得ていた。このような交流のあり方が「前向きな学校文化」の風土づくりにつながっていたと思われる。
この3年間は多くの教員の異動があり、教職員にも入れ替わりが多かったが、新しいメンバーにも実践の意図や背景が分か
るように丁寧に共有がされていたのではないかと思う。
教職員のメンバーが変わることで、取組の意味が薄れていくことは少なくない。教職員でつくりあげてきたこれらの取組
を、今後は是非、中牟田小の「学校文化」として定着させていってもらいたいと願っている。
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終章

大阪教育大学教育学部助教授、東京大学教育学部助教授等を経て、現在、大阪大学大学院人

間科学研究科教授。専門は、人文・社会、教育社会学。「力のある学校」研究代表者。本事業

連絡協議会講師。

著書に、『学校にできること』（角川選書）、『学力を育てる』（岩波新書）、『公立学校

の底力』（ちくま新書）、『「つながり格差」が学力格差を生む』（亜紀書房）、『教師の底

力』（学事出版）など。

【志水 宏吉（しみず こうきち）教授 プロフィール 】
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福岡の「効果のある学校」づくり
大阪大学 志水 宏吉

まず何よりも、本冊子がこのような形で世に出ることを心から喜びたい。「はじめに」にもある
ように、福岡県教育委員会の、人権教育の視点にもとづく学校づくりプロジェクトは、新型コロナ
の影響によりその推進が困難となる時期があったものの無事再開を果たし、今回この成果物を刊行
するにいたった。県教委のスタッフそして各校の先生方の粘り強い取組に、心からの敬意を表した
い。
今から20年ほど前に発表した「力のある学校のスクールバスモデル」は、大阪での調査研究にも

とづくものである。発表後に改めて感じたのは、スクールバスを構成する多くの要素の大部分は、
大阪の同和教育・人権教育が育んできたものであるということだった。
発表後さまざまな反響があった。大阪を含む関西のみならず、他地域からも、スクールバスモデ

ルを指針にして学校づくりに励んでいるという現場からの声を受け取ることも多かった。都道府県
レベルでは、2010年代後半に京都府教委がスクールバスモデルに着目し、京都式「効果のある学
校」プロジェクトが展開された。今回の福岡県の事例も、私たちにとってはそれに続く大きな試み
ということになる。
今回の県教委の取組はいくつかの特徴を持つ。
まず、スクールバスの８つの要素のうち、「前輪（右）」にあたる「すべての子どもの学びを支

える学習指導」という項目を最も重要なもの（２頁の下段の図の①）だと設定したことである。3頁
の上段の表に示されているように、対象校６校のすべてにおいて、①「すべての子どもの学びを支
える学習指導」が重点要素として取り組まれた。私たちのオリジナルにおいては、「②エンジン」
と表示されている部分－「気持ちのそろった教職員集団」－を最も重要な項目だと位置付けている
が、福岡県版スクールバスモデルにおいては「授業改革」が最重要課題と設定されたということで
ある。学校現場の実態や要請に即したアレンジがなされた、と考えればよいだろう。
第二の特徴は、各校に研究協力者をお願いし、各校の取組・実践をモニターする役割を果たして

もらったということである。これは、私自身のアイディアにもとづくものであり、先に述べた京都
府のプロジェクトにおいても、似た形で仲間の研究者に協力をお願いした経緯がある。各校の取組
の展開、学校づくりのプロセスに伴奏する研究者というイメージである。「効果のある学校」論は、
すべての子を取りこぼさないという「公正の理念」に立脚している。その理念に賛同する６人の研
究者に、伴走者としての役割をお願いした。
その方たちの総括コメント（24－25頁）には、「温故知新の学校文化」「あたたかいつながり」

「つながりを育み格差に挑む」「対話でつくる」「チームでつくる」「安心して学び、つながりあ
える」といった、各校の取組に対するポジティブな言葉・好意的なコメントが並んでいる。本研究
事業の対象となった６校には高いモチベーションを有した教職員集団があるに違いない。子どもた
ち、とりわけ「しんどい」状況下にある子どもたちの学びは、先生方の頑張りに支えられている側
面が強い。教職員あっての学校である。そして、先生方があきらめれば、先生方が手を離せば、こ
ぼれ落ちる子どもたちが出てくることは必定である。それは、私たちがめざす姿ではない。
本冊子を手にとられるすべての皆さんへ。スクールバスモデルには８つの要素が組み込まれてい

るが、すべての要素に対して、すべての対象校からの実践事例が本冊子には盛り込まれている。そ
の豊かな実践事例・取組から、一つでも二つでも採り上げて、ぜひ自校で実行に移してみていただ
きたい。それがこの冊子を編んだ理由である。
「教育文化」あるいは「学校文化」という言葉がある。先人たちが試行錯誤の実践のなかでつく

りあげてきた、同和教育・人権教育の視点に立つ教育文化・学校文化が大阪にあるように、福岡に
も福岡なりの同様の文化が確かに存在するに違いない。時代は流れても、その価値は決して色褪せ
るものではない。グローバル化・個人化が進展し、格差社会化にますます拍車がかかる今日だから
こそ、各地で育まれてきた教育・学校の文化をなお一層大切に守り、育てていきたい。本冊子がそ
の導きの糸の一つとなることを心から願っている。



人権教育のさらなる推進に向けて

子どもたちが安心して
学ぶには、こんな環境
づくりがあったんだ！
拡大印刷して職員室に
掲示しておこう！そう
すればいつでも確認で
きるぞ！

様々な背景のある子どもたち
を含め、すべての子どもたち
が、力を発揮するためには、
どんな取組が大切だろうか？
教職員全員で『資料Ⅴ』を参
考にしながら、現在の取組を
もう一度整理してみよう。

他の学校では、子どもたち
が安心して過ごすために、
８つの要素についてどんな
取組をしているんだろう。
中学校区の先生方と情報交
換がしたいな。

すべての子どもたちが
もっと自信を持って授業
に取り組んでいくために
必要なことを、８つの要
素から分析してみよう。

子どもたちの学力を保障でき
ているのか不安です。
どんなことに取り組めばいい
ですか？

そうだよね。不安だよね。
子どもたちの実態に応じて、効果
的な方法は違うと思うけど、『資
料Ⅴ』のような実践があるよ。
参考にして、子どもたちに合うよ
うにいろいろと変えてみるといい
と思うよ。

Re:モデリングの概要については、人権教育資料Ⅳをご参照ください。

県教育委員会発行の人権教育資料Ⅳ「個別の人権課題に関する人権教育指導者用手引き」

（令和６年３月）では、さらなる学校における人権教育の推進のためには、「協働化」「外

化」「最適化」「意識化」「主体化」の取組が継続して相互に機能し続けることが大切である

とし、これらの取組が継続的に機能している状態を、それぞれのキーワードの一部をとって

「Re:モデリングが機能した状態」と示しています。

下の例のようにRe:モデリングの様々な場面において本資料をご活用いただき、それぞれの

取組を継続的に機能させるためにお役立てください。
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